
  市   名
支給 月額(万
円)/議員

住 民1人 当りの
経 費負 担(円)

領 収書
実績 報
告書 様

さいたま市 34．0 218 .8 △
川 口市 18．0 172 .5 ×
草 加市 9．0 135 .6 ○
川 越市 8．0 115 .2 × ×
吉 川市 2．0 99 .8 ○ ×

鳩 ヶ谷市 3．0 108 .5 ○ ×
戸 田市 4．0 110 .0 ○ ×
所 沢市 7．0 89 .02 ○ ×
蕨市 3．3 101 ○ ×

深 谷市 2．5 72 .8 ○ ×
秩 父市 1．4 71 .1 ○ ×
久 喜市 2．0 72 .0 ○ ×
本 庄市 1．6 69 .8 ○ ×
八 潮市 1．7 66 .5 ○ ×
志 木市 2．0 66 .6 ○ ×
坂 戸市 2．0 62 .4 ○ ×
和 光市 2．0 70 .3 ○ ×
蓮 田市 1．5 56 .1 × ×
鴻 巣市 1．75 52 .1 ○ ×
越 谷市 4．0 48 .2 ○
朝 霞市 2．0 53 .4 ○ ×
三 郷市 2．0 47 .7 ○ ○
新 座市 2．0 47 .4 ○ ×

東 松山 市 1．5 43 .9 ○ ○
羽 生市 1．2 40 .0 ○ ×
上 尾市 2．5 42 .8 ○
日 高市 1．0 38 .9 ○ ×
加 須市 1．2 37 .8 ○ ×
入 間市 2．0 38 .4 ○ ×

富 士見 市 1．67 40 .1 ○ ×
行 田市 1．0 32 .6 ○ ×
狭 山市 2．0 36 .1 ○ ×
北 本市 1．0 33 .8 ○ ×
桶 川市 1．0 33 .5 ○ ×
幸 手市 1．0 32 .8 ○ ×
熊 谷市 1．5 33 .3 ○

鶴 ヶ島市 1．0 30 .8 ○ ×
春 日部 市 1．65 29 .4 ○

ふじみ野 市 1．0 29 .9 ○ ○
飯 能市 0．83 27 .4 ○ ○

「
な
ん
で
も
相
談
会
」
が

宮
本
会
館
で
開
催
さ
れ
、
サ

ラ
金
や
架
空
請
求
、
賃
金
不

払
い
や
税
金
、
法
律
相
談
な

ど
一
〇
名
が
相
談
に
訪
れ
ま

し
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、
格
差

社
会
な
ど
市
民
生
活
が
深
刻

に
な
っ
て
い
る
な
か
で
、

「
市
民
の
相
談
者
と
な
っ
て

解
決
の
手
助
け
に
」
と
日
本

共
産
党
飯
能
市
議
団
と
飯
能

民
主
商
工
会
・
清
流
道
場
、

埼
玉
土
建
飯
能
日
高
支
部
が

連
携
し
、
弁
護
士
、
税
理
士
、

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専

門
家
の
協
力
を
得
て
五
年
前

か
ら
ま
っ
た
「
な
ん
で
も
相

談
会
」
は
今
回
で
九

回
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
相
談
者

は
、
延
べ
一
七
〇
人

に
も
な
り
ま
す
。

「
自
殺
を
考
え
た
」

と
い
う
人
や
「
心
配

で
夜
も
眠
れ
な
い
」

と
い
う
人
も
多
く
、

深
刻
な
相
談
の
解
決

に
あ
た
っ
て
き
ま
し

た
。須

賀
弁
護
士
に
相

談
し
た
Ａ
さ
ん
は
、

「
今
ま
で
ず
っ
と
悩

ん
で
い
た
が
、
相
談
し
て
よ

か
っ
た
。
安
心
し
ま
し
た
」

と
明
る
い
笑
顔
で
帰
っ
て
行

き
ま
し
た
。

い
つ
で
も
相
談
を

年
に
二
回
の
相
談
会
だ
け

で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

民
商
・
清
流
道
場
は
毎
週
水

曜
日
に
多
重
債
務
の
相
談
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
共
産
党
飯
能
市
委
員
会

は
、
市
民
生
活
を
守
る
先
頭

に
た
っ
て
い
こ
う
と
「
困
っ

た
こ
と
は
日
本
共
産
党
へ
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
日
中
の
連
絡
先
・
飯
能

市
役
所
九
七
三
ー
二
一
一
一

（
内
線
四
一
六
）

こ
の
ほ
ど
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
が
、
県
内
四
〇
市
の
市

議
会
議
員
の
政
務
調
査
費
の

市
民
負
担
と
透
明
性
を
調
査

し
、
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
る
と
、
飯
能
市

の
住
民
負
担
が
最
も
低
く
、

透
明
性
も
高
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
だ
に
、
領
収
書
の
添

付
が
必
要
の
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
ほ
か
、
実
績
報
告
書
の

様
式
に
つ
い
て
は
飯
能
市
の

よ
う
に
決
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
の
方
が
少
数
で
し
た
。

飯
能
市
は
、
議
員
一
人
あ

た
り
の
年
間
支
給
額
は
一
〇

万
円
、
住
民
一
人
あ
た
り
の

負
担
は
二
七
・
四
円
で
最
も

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
政

務
調
査
費
の
実
績
報
告
書
を

掲
載
し
、
公
開
し
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
、
「
日

本
共
産
党

飯
能
市
議

団
」
で
検

索
で
き
ま

す
。

日
本
共
産
党
の
志

位
委
員
長
は
今
年

一
月
の
第
三
回
中

央
委
員
会
総
会
で
、

「
韓
国
で
は
若
い

世
代
も
日
本
に
よ

る
植
民
地
支
配
時

代
の
歴
史
的
事
実

を
詳
し
く
知
っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で

は
あ
ま
り
に
事
実
が
知
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
」
と
、
日
中
で

も
日
韓
で
も
歴
史
認
識
を
共

有
す
る
こ
と
が
東
ア
ジ
ア
の

平
和
と
友
好
の
土
台
で
あ
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
▼
麻

生
外
相
は
米
議
会
で
従
軍

「
慰
安
婦
」
問
題
に
つ
い
て

日
本
政
府
の
公
式
な
謝
罪
を

求
め
る
決
議
案
が
提
出
さ
れ

た
こ
と
に
「
客
観
的
な
事
実

に
基
づ
い
て
い
な
い
、
は
な

は
だ
遺
憾
な
も
の
」
と
発
言
、

過
去
の
戦
争
に
無
反
省
な
自

民
党
政
治
の
異
常
な
体
質
を

う
き
ぼ
り
に
し
ま
し
た
▼
韓

国
の
各
党
は
ハ
ル
モ
ニ
（
お

ば
あ
さ
ん
）
の
憤
怒
に
対
し
、

謝
罪
で
は
な
く
否
定
す
る
こ

と
で
一
貫
す
る
日
本
は
、
二

十
一
世
紀
の
先
進
国
な
の
か

疑
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
と
述

べ
る
な
ど
、
相
次
い
で
麻
生

発
言
を
批
判
す
る
立
場
を
表

明
し
て
い
ま
す
。
決
議
案
を

提
出
し
た
ホ
ン
ダ
議
員
は

「
ひ
る
む
こ
と
な
く
（
過
去

の
）
悲
劇
と
不
正
義
を
教
え

る
事
が
和
解
に
は
か
か
せ
な

い
」
と
そ
の
理
由
を
説
明
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
と
お
り

だ
と
思
い
ま
す
。

発 行
日 本 共 産 党

飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

９７２－６４０１
山 田 と し 子

９７３－４７１０
新 井 た く み

９７８－０１７５
滝 沢 お さ む

９７２－３８７５

＜議員団の連絡先＞
973-2111(市役所416)
Mail jcp-sigi@
pluto.plala.or.jp

２００７年２月２５日 ＮＯ．１５６２

県
内
四
〇
市
の
政
務
調
査
費

透
明
性
の
高
い
飯
能
市

な
ん
で
も
相
談
会

サ
ラ
金
、
不
払
い
な
ど
次
々

増えるただ働き どうするの？
ホワイトカラーエグゼンプション、偽装請負、

ワーキングプア、格差社会･･･疑問を解き明かし、

安心して働ける職場をつくりましょう。

（火）午後６時～

飯能富士見公民館

講師 生熊 茂実氏

全労連副議長

JMIU執行委員長

主催：新電元明るい職場をつくる会

第９回



飯
能
日
高
地
域
労
働
組
合

連
合
会
（
飯
能
日
高
地
労
連
）

は
、
飯
能
市
、
日
高
市
を
活

動
エ
リ
ア
に
一
九
九
五
年
十

一
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
全
国
的
な
労
働
戦

線
再
編
成
の
動
き
の
中
で
、

飯
能
地
区
労
が
連
合
に
吸
収

さ
れ
、
地
域
の
労
働
運
動
の

中
心
部
隊
が
消
滅
し
た
こ
と

か
ら
、
労
働
運
動
の
階
級
的

民
主
的
伝
統
を
受
け
つ
い
で

結
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。

現
在
の
構
成
は
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
の
組
合
を
含
め
て
十
一

労
組
で
、
組
合
員
は
一
六
〇

〇
人
を
越
え
て
い
ま
す
。

地
労
連
で
は
民
主
団
体
と

と
も
に
、
毎
月
二
月
に
春
闘

の
地
域
総
行
動
に
取
り
組
み
、

五
月
一
日
に
は
メ
ー
デ
ー
の

集
会
と
市
内
の
デ
モ
行
進
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

春
闘
に
お
い
て
も
、
労
働

組
合
だ
け
で
な
く
多
く
の
民

主
団
体
に
も
加
わ
っ
て
も
ら

い
、
幅
広
く
市
民
的
な
課
題

に
つ
い
て
も
取
り
あ
げ
地
域

春
闘
と
し
て
闘
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
他
に
も
日
常
的
に
、

労
働
組
合
結
成
の
援
助
や
労

働
相
談
、
労
働
争
議
の
支
援
、

地
域
住
民
の
諸
要
求
な
ど
を

と
り
あ
げ
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

か
っ
て
は
名
栗
村
の
合
併

問
題
や
、
「
九
条
の
会
・

飯
能
」
の
結
成
に
取
り
組

み
、
現
在
は
飯
能
市
立
病

院
入
院
施
設
廃
止
反
対
の

問
題
や
日
高
消
防
署
の
分

署
問
題
に
と
り
く
ん
で
い

ま
す
。

今
後
、
パ
ー
ト
や
派
遣

な
ど
非
正
規
労
働
者
、
未

組
織
労
働
者
が
急
増
す
る

中
で
、
地
域
の
労
働
組
合

の
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
益
々

重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

雇
い
止
め
や
賃
金
不
払
い

な
ど
の
相
談
、
ま
た
一
人
で

も
加
入
で
き
る
組
合
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

い
つ
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
九
七
四
ー
〇
三
三
〇

（
埼
玉
土
建
内
）

飯
能
日
高
地
域
春
闘
共
闘

会
議
で
は
、
二
・
二
一
地
域

総
行
動
と
し
て
、
二
一
日
に

「
自
治
体
に
は
本
当
に
お
金

が
な
い
の
か
」
と
題
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。ま

ず
、
渡
辺
茂
博
氏
（
埼

玉
自
治
体
問
題
研
究
所
理
事
・

上
尾
市
開
発
課
主
幹
）
か
ら
、

「
自
治
体
財
政
の
現
状
を
ど

う
見
る
か
」
と
し
て
基
調
報

告
が
あ
り
、
「
国
の
三
位
一

体
の
改
革
の
中
で
、
特
に
平

成
十
六
年
か
ら
自
治
体
財
政

は
新
た
な
局
面
に
立
た
さ
れ

て
い
る
」
と
し
て
、
「
こ
れ

ま
で
は
、
歳
入
の
不
足
は
地

方
交
付
税
で
補
う
と
い
う
シ

ス
テ
ム
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が

ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
歳
入

の
減
と
地
方
交
付
税
の
減
と

い
う
状
況
が
生
ま
れ
た
。
国

は
こ
れ
ま
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ミ
ニ
マ
ム
と
し
て
全
国
の
一

定
程
度
の
社
会
保
障
水
準
と

い
う
考
え
方
の
も
と
に
財
政

的
な
支
援
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
機
能
を
喪
失
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
れ
か
ら
の
市
民
運
動

と
し
て
、
人
権
保
障
こ
そ
自

治
体
の
仕
事
と
い
う
課
題
の

追
求
が
必
要
だ
」
と
の
べ
ま

し
た
。
こ
の
中
で
、
夕
張
市

の
財
政
破
た
ん
問
題
に
つ
い

て
も
ふ
れ
、
「
国
の
責
任
は

重
大
、
同
時
に
こ
の
問
題
を

引
き
合
い
に
、
第
二
の
夕
張

に
な
る
と
い
う
脅
し
で
住
民

要
求
を
抑
え
よ
う
と
い
う
動

き
が
出
て
い
る
」
こ
と
に
注

意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
新
井
巧
市
議
が
、
「
市
財

政
悪
化
の
原
因
は
国
の
三
位

一
体
の
影
響
だ
け
で
な
く
、

大
規
模
開
発
の
破
た
ん
の
ツ

ケ
と
無
謀
な
区
画
整
理
事
業

や
土
地
開
発
公
社
の
土
地
取

得
、
ム
ダ
な
県
水
受
水
や
必

要
の
な
い
庁
舎
別
館
建
設
な

ど
の
問
題
が
あ
る
」
と
指
摘

し
、
「
し
か
し
、
こ
の
一
年

で
平
岡
レ
ー
ス
跡
地
の
取
得

基
金
を
十
一
億
六
千
万
円
も

積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

わ
け
で
、
金
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

２００７年２月２５日 ＮＯ．１５６２

今
が
出
番
で
す

地
域
の
労
働
セ
ン
タ
ー
と
し
て

飯
能
日
高
地
域
労
働
組
合
連
合
会

地
方
財
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

自
治
体
に
は
本
当
に
お
金
が
な
い
の
か

日
本
共
産
党
新
電
元
支

部
と
同
後
援
会
主
催
の
演

説
会
が
一
四
日
、
一
丁
目

ク
ラ
ブ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
葉
末
吉
さ
ん
の
開
会

の
挨
拶
、
山
田
と
し
子
市

議
の
市
政
報
告
の
あ
と
、

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
・
国
民
運

動
部
の
四
ヶ
所
誠
一
郎
氏

が
、
パ
ー
ト
、
派
遣
等
の

非
正
規
雇
用
労
働
者
が
急

増
し
そ
の
八
割
強
が
年
収

三
〇
〇
万
円
未
満
と
い
う

雇
用
実
態
。
労
働
法
制
の

全
面
改
悪
で
、
労
働
者
を

必
要
な
だ
け
使
い
、
い
つ

で
も
使
い
捨
て
に
で
き
る

働
き
方
に
す
る
。
あ
ま
り

に
も
企
業
に
有
利
な
改
悪

の
中
身
に
参
加
者
は
憤
り

を
感
じ
「
今
日
の
内
容
を

職
場
で
広
め
、
い
っ
せ
い

地
方
選
挙
、
参
議
院
選
挙

を
戦
う
力
に
し
よ
う
」
と

決
意
し
合
い
ま
し
た
。

労働法制改悪に立ち向かい

選挙戦で勝利しよう

新電元党支部が演説会

県
道
飯
能
下
名
栗
線
の
赤

沢
バ
イ
パ
ス
が
十
七
日
に
開

通
し
ま
し
た
。
整
備
延
長
は

七
五
四
ｍ
、
幅
員
は
十
一
ｍ

で
、
片
側
三
・
五
ｍ
の
歩
道

も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
約
十
二
億
円

で
、
平
成
十
年
に
事
業
採
択

を
受
け
、
翌
年
か
ら
用
地
買

収
が
開
始
さ
れ
、
九
年
の
歳

月
を
か
け
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
幅
員
五
ｍ

で
車
の
往
来
が
困
難
で
歩
行

者
も
危
険
な
難
所
で
し
た
。

こ
の
バ
イ
パ
ス
で
利
便
性
が

大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

十
七
日
の
祝
賀
行
事
で
は
、

地
元
住
民
ら
四
〇
〇
人
が
参

加
し
、
渡
り
初
め
を
行
い
ま

し
た
。

赤
沢
バ
イ
パ
ス
が
開
通

整
備
延
長
七
五
四
ｍ

昨年の地域総行動


